
 
 

変化を恐れず新たな取組を（寄宿舎のチャレンジ） 

校長 飯出 広行  

 

 自然豊かな「美利河寮」の周りは、緑の濃さが映え、日差しの強さを感じる季節となりました。 

 令和６年度は、全校生徒54名全員がこの美利河寮に入舎しています。出身地は、檜山、渡島、後

志管内となります。保護者の皆様は、家庭から通うことが難しい状況であることから、御心配や御不

安があることと存じます。そんな中、我が子の将来を考えた入舎の選択に敬意を表するとともに、そ

の御期待に応えるべく、必ずや「入舎して良かった」と思ってもらえるよう教職員一同努めてまいりま

す。 

 今年度の寄宿舎は、「社会の変化や動向を踏まえ寄宿舎の存在意義を高める」ことをテーマに、

変化を恐れることなく新たな取組を推進しています。 

 何よりも安心・安全な寄宿舎として、感染症対策や事故防止の環境（衛生的で、整理整頓され

た、事故を予見した環境）、及び家庭的な雰囲気を大切にし、やすらげる場とします。 

 また、社会生活への円滑な移行を可能とする寄宿舎として、基本的な生活習慣を身に付けるとと

もに、「自ら考え、判断し、決定し、行動できる」将来の社会生活を見据えたルールや決まりの設定

及び遵守を図ります。生徒の個性を尊重し特性に配慮した生活指導や個々の自発的・主体的な発

達を支援する発達支持的生徒指導も実践します。 

 さらに、余暇指導の充実と自治的な活動の発展を目指す寄宿舎として、将来の生活を見据えた

余暇の提供と経験の拡充を図ります。「自らの生活は自ら良くしていく」という自治的な活動の発

展も目指します。 

 これら理念と指導意図、根拠のもと、寄宿舎では近年大きな変革を遂げてきています。

例えば、(1)卒業後のグループホームでの生活を想定して単身での部屋の使用、(2)舎内で

のモバイル端末の使用やゲーム機の管理、(3)おやつや入浴時間の在り方変更、(4)食堂を

ラウンジとして使用、(5)生徒のルール検討委員会による自治的生活の展開等々です。 

 いずれも生徒個々の将来の生活を見据えた改革であります。ラウンジでの生徒同士の関

わりが増えたり、生徒たち自身で考えたルールや決まりを自ら守り、舎生同士で注意し合

ったり、教え合ったりといった自治的な活動が展開されたりと良い影響が見られています。 

これらの取組を検証しながら、より舎生の生活力や社会性といった将来につながる能力の

育成に取り組んでまいります。 

 結びになりますが、保護者の皆様、今年度も寄宿舎の教育と運営に御理解と御協力をいただき

ますようお願い申し上げます。 

寄宿舎便り 
令和 6年 7月 26日発行 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の憩いの場   美利河寮ラウンジ 

４月より新しい共有スペースとして食堂をラウンジにつくり変えました。朝食や夕食を摂ったり

空き時間を過ごしたり、生徒の憩いの場となっています。 

テーブル配置の見直し、ソフゔやモバ゗ル端末利用のための個人スペースの設置など環境整備

を行うだけではなく、寄宿舎のルールを大幅に変更しました。 

寄宿舎生活の中で漠然と日課に乗って過ごしていては、卒業後に「自分でやりたいことを決め

られない」「自分で選んだ経験が無い」などの課題も多く「生徒自身が考え、判断し決定する

力」は身につきづらいと考えます。                

食事を好きな場所で、気の合う友達と食べると「より美味しいね」 

空き時間を思い思いに過ごすと「より楽しいね」 

生徒が「自由」「責任」の２つのバランスを軸に、「どこで」「誰と」「何をして」過ごすのか、自分

で選択する力を身につけて欲しいと考えています。 

 

 

 

食堂からラウンジに・・・変わったのは名称だけではない 

新しいルール・・・誰もがお互い気持ちよく過ごせるように 



 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で確認することを習慣に 

月予定・お知らせ・ミーテゖングの日時などを掲示しています。全体の予定を確認してから、そ

れぞれがその日の予定を考え行動します。 

 

舎友会活動の場に 

舎友会主催の行事の話し合いや準備なども行います。生徒が主体となり、みんなでゕ゗デゕ

を出し合い、楽しい行事を創り上げる場となっています。 

 

 

 

 



 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

好きな場所で思い思いに 

小上がり、テーブル・カウンタ－、ソフゔ席など好きな場所で食事をしたり、空き時間を過ごした

り、ミーテゖングに参加したり、それぞれ思い思いに過ごしています。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラウンジ掃除は当番制 

男子･女子棟から交代でラウンジの掃除を朝・夕の２回毎日行っています。生徒同士がお互い

に声をかけながらきれいにすることを心掛けています。 

周りを気にせず過ごせる空間 

みんなでワ゗ワ゗するのが寄宿舎生活の醍醐味ですが、時には一人で過ごしたい時もありま

す。個別のブースも用意しておりますので安心です。 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

    

 

                                            

   

ラウンジへ行く回数が増えた 

 

 

 

みんなと話す機会が増えた 

 

 

 

みんなとコミュニケーションがとれる場 

 

 

 

ご飯は毎日ラウンジで食べているよ 

 

 

触れ合いの場 

 

冷蔵庫、電子レンジ、ポットを完備して欲しいな 

 

 

図書コーナーもあるといいな 

 

 

塗り絵やスマホが出来るよ 

 

 

 

 

ゕ゗スやジュースの自販機があるといいな 

暇つぶしできるところ・・・ 

 

 自由な場所だよ 

 

ソフゔに座ってリラックスできる 

 

 

リラックスできる場 

 

 

 

テレビが前より見やすくなった 

 

 

 

 

彼女と話をする

よ 

 

 

好きな場所を選べるところが良い 

 

フードコートほしい 

 

 

毎日利用している 

 

 

変わらない・・・ 

 

特にない 

 

生徒の声 

とても過ごしやすい場所 

 

 

にぎやかに楽しむ場 

 

 

一人静かに過ごす場所 

 

 

最高 

 

 

（洗濯洗剤･ハンドソープの補充のお礼） 

共有で使用する洗濯洗剤・ハンドソープ

を各ご家庭からお持ち頂いたことで、  

今年度分の洗濯洗剤･ハンドソープが補

充できました。 

ご協力ありがとうございました。 

 

（2学期の予定） 

8月 25日 開舎日 

8月 26日 始業式 

 

 

【編集後記】 

ラウンジは生徒同士が交流する「コミュニケーショ

ンの場」「くつろぎの空間」になり、それぞれのニ

ーズに合わせて有効活用されています。 

「友達と話をする機会が増えた」等の生徒の声と

明るい表情から、この取り組みの確かな手応えを

感じています。今後も生徒が主体的に、また居心

地良く過ごせるよう職員間でゕ゗デゕを出し合

い、寄宿舎の環境づくりに努めたいと思います。 

 

 

 

 

 

勉強スペースがあるといいな 

 

 

ゲームができるよ 

 

 

お菓子を食べるよ 

 


